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■意匠性と脱炭素、長寿命化と調湿性の両立 

主に地場工務店が建築する木造戸建て住宅における利用を目的に、大建工業株式会社(本社：

大阪府大阪市、代表取締役：億田正則)と株式会社デコス（本社：山口県下関市、代表取締役：安

成信次）、日本セルローズファイバー工業会（王子製袋株式会社・日本製紙木材株式会社・株式

会社デコス・吉水商事株式会社）は、建築基準法に定められる「防火構造」の国土交通大臣の認

定を取得しました。 

 

 
セルロースファイバー断熱材とダイライト MS 

 

セルロースファイバー断熱材の主原料は新聞紙。ホウ素系化合物を添加し難燃処理すること

で、約 1,000°C の炎でも表面が炭化するだけで燃え広がりません。この特徴により、万が一

の住宅火災時には延焼を遅らせ、また有毒ガスの発生も少ないものとなっています。デコスで

は、この防火性能を最大限に活かし、国土交通大臣認定「防耐火構造認定」を数多く取得してい

ます。 

また、断熱材製造時の消費エネルギーが非常に少ないことも環境性能で大きな特長となって

います。 

さらに、木質繊維系特有の調湿性があるため結露しにくく、地場工務店が建築する木造戸建て

住宅には非常に相性がよい断熱材です。 

 

今回組合せで認定取得の外壁耐力下地材「ダイライト MS」は、高い耐震・防火性能に加えて、

湿気を通しやすく、無機質系で腐りにくいため白蟻にも強さを発揮。丈夫で長持ちする住まい

づくりに貢献します。 

 

大建工業、デコス、日本セルローズファイバー工業会、 
外装材に木材、耐力壁にダイライト MS、断熱材にセルロースファイ 

バーを用いた「呼吸する木造外壁」にて防火構造認定を取得 



これまでは、窯業系サイディングによる防火構造認定が多く、「外装材に木材を使いたい」とい

う声が多くありました。その声に応える今回の認定取得により、外壁の意匠性が大きく変わり

地場工務店独自のデザインが可能となりました。 

いわば、意匠性と脱炭素、長寿命化と調湿性の両立を図る防火構造認定となっています。 

 

■「呼吸する木造外壁」、期待出来る認定の様々な効果 

①地域の木材を外壁に利用可能となるため、意匠性に自由度を与え、さらに脱炭素・省 

CO2 化に貢献 

②確実な断熱施工が可能で断熱欠損を防ぎ居住時の冷暖房エネルギー削減や建物の長寿 

命化に大きく貢献 

③壁を構成するダイライト MS や石膏ボードは防火性と共に透湿性が高く、木質繊維断熱材 

特有の吸放湿性を活かすことが可能で、そのため夏冬ともに壁体内結露の発生を抑止し、 

さらには室内の温湿度環境を良くする 

といった様々な効果が期待出来ます。 

 

近年、脱炭素化の推進には省エネルギー性能向

上による消費エネルギー削減やエネルギー創出

に加え、資材製造時や施工時の CO2 排出量削

減を図ることなどにより、資源の採取から解体・

リサイクル等までの建築物のライフサイクル全体

を通じて CO2 排出量をマイナスにするための

取組みが必要とされています。 

 

地域で産出される木材の活用と、未利用資源を

主原料とするダイライト MS、リサイクル材を主

に使用し断熱材製造時の消費エネルギーが非常に少ないセルロースファイバー断熱材の利用

は、製造→施工→居住→解体まで、脱炭素化社会の実現に確実な成果をもたらすものとして期

待されています。 

 

■認定番号と構造  

認定番号 PC030BE-4104 

外部より、木材外壁 9mm 以上、通気層、ダイライト MS9mm、セルロースファイバー75mm

以上、石膏ボード 9.5mm 以上 

 

■デコス HP「デコスドライ工法外壁防火構造認定」 

https://www.decos.co.jp/bouka 

 

 

 

【お問合せ】 

株式会社デコス コールセンター TEL : 0120-234-900 

E-mail ： cf@decos.co.jp 


